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電気洗濯機の普及初期 における

マーケテ ィング競争の.展開

松下電器産業 〔株)を 中心に

大 内 秀 二 郎

1は じ め に

本 稿 は,戦 後 か らユ955年 ま で の 電 気 洗 濯 機 普 及 初 期 にお け る 松 下 電 器 産 業

(株)(以 下,松 下 と略 記)の マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 の 分 析 を通 じて.当 時 の電 気

洗濯 機 市 場 に おい て,い か な る マ ー ケ テ ィ ング競 争 が 展 開 され た か に対 す る一

考察 を行 う こ とを課 題 とす る。

松 下 は,日 本 を代 表 す る家 電 メー カー で あ り,マ ー ケ テ ィ ング研 究 に お い て

も松..トを対 象 と して 数 多 くの 研 究 が な され て き た1=。 しか し,こ れ らの 研 究 に

共 通 す る限 界 と して,業.界 を 「家 庭 電 気 器 具 業 界」 と規 定 して い る 点 が指 摘 さ

れ よ う。 も ちろ ん,日 本 の大 手 メ ー カ ー は高 度 成 長期 以 降,電 気 冷蔵 庫 一電 気

洗 濯 機 等 の 白物 家 電 か ら,ラ ジオ ・テ レビ ービデ オな どの 電子 機器,さ らに は

管 球 か ら乾 電 池 まで 生 産 す る とい うフ ル ラ イ ン政 策 を取 って きた 。 した が って,

1)例 えば.孫..善 「高度成長期における家電 流通構造の変化一 家電 メー カーの販社制度 を中心

に 」 「経済学研究』第35巻,1992年,同 「高度 成長期 にお ける流 通系列化の形成 松 下販

社制 度の形成 を中心 に」『経営 史学 』第29巻 第3号,1994年,片 岡信之 「松下電器の 販売政策」

龍 谷大学社会科学研究所編 『社会科字研 究年 報∫第2号,19ア14,ガ 査政弘 「流通系列の形成 と

松 下電器 ダルー プ1『経 済論叢』 第153巻 第1・2号,1994年,岡 本康雄編 『わが国家電産業 にお

ける企業行動 松下電器 の実態 分析 』1973年 、圃本康雄 『口立 と松下(上),(下)』 中央公論

社,1979年.尾 崎久仁博 「戦.前期松..ドのチ ャネル行 動 と経営戦略」r彦 根論叢』 第257号.工989年.

日高謙一1松.ド 電器の流通政策 におけ る専売制 と現 金取 引の意義」 『経済論 叢」第159巻 第1・2

号,1996年.同 「.松下電器の 月賦販売制度の形成 と展開1「 経済論叢」第159巻 第4号,1997年.

等が挙げ られる,.
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高 度 成 長 期 以 降 の 企 業 行 動 や企 業 間競 争 を分 析 す る に あ た って は,先 に述べ た

業 界 規 定 はそ れ な りの 妥 当 性 を持 つ 。 しか し,高 度 成 長 期 以前 を分析 対 象 とす

る際 に は,業 界規 定 に対 して よ り慎 重 に な らな け れ ば な ら ない 。 とい うの は ,

高 度 成長 期 に入 る以 前 は..各 社 の 製 品 ラ イ ンは フ ル ラ イ ン化 す る にい た らず,

製 品 ご と に業.界構 造 が 大 き く異 な る た め で あ る。

本 稿 で は.代 表 的 な耐 久 消 費財 で あ る電 気 洗 濯 機 の 普 及 と,企 業 に よっ て 農

閑 され たマ ー ケ テ ィ ング 活 動 との 連 関 に,特 に焦 点 が 当て られ て い る、 マ ー ケ

テ ィン グ活 動 は,市 場 と利潤 獲 得 の た め に企 業 が 採 る千段 に過 ぎ ないが,そ の

マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 ,よ り正確 に は,個 々 の企 業 のマ ーケ テ ィ ン グ活動 を手 段

と した競 争 が,消 費 生 活 様 式 の 変化 を大 き く規 定 す る とい う こ とは ,現 代 社 会

にお け る大 き な特 徴 の 一 つ で あ る.よ っ て,消 費 生 活 様 式 の 変 化 の現 象 形 態 の

一 つ と して 耐 久 消 費 財 の 普 及 を捉 え
,そ れ とマ ー ケ テ ィ ン グ との連 関 を 分析 す

る こ と は,現 代 社 会 の 基 本 的特 徴 を 明 らか にす る上 で 極 め て重 要 で あ る と考 え

るo

また,本 稿 は 拙 稿 「電 気 洗濯 機 の普 及 初 期 にお け る三洋 電機 の マ ー ケ テ ィ ン

グ活 動 」と;を踏 ま えた もの とな っ て い る。 マ ー ケテ ィ ン グ を手段 とす る企 業 間 競

争 を記 述 す る に あ た っ て は,そ の業 界 にお け る各 プ レ イヤ ー の行 動 をそ れぞ れ

分 析 す る こ とが 出 発 点 とな る。 本.稿で は,噴 流式 の採 用 に よ り業 界 の リー ダ ー

と な った 三 洋 に対 して,戦 前 か らの大 手 家 電 メー カー で あ っ た松 下 電 器 が い か

な る対 応 を した か,と い う観 点 か ら,特 に三 洋 と松 下 の 間 の競 争 に着 目 して,

松 下 の 展 開 した マ ー ケ テ ィン グ活 動 を分 析 した。

な お,本 稿 に お い て は,松'卜 電 器 の チ ャ ネル政 策 に 関 して は ほ とん ど言 及 さ

れ て い な い。 もち ろ ん,チ ャ ネ ル政 策 は マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 を構 成 す る きわ め

て重 要 な要 素 で あ り,そ れ抜 き にマ ーケ テ ィ ング 活動 の全 貌 を明 らか に した こ

とに は な らな い。 に もかか わ らず,本 稿 にお い て チ ャネ ル政 策 を分 析 の 対 象 外

2)拙 稿 「電 気 洗 濯 機 の 普 及 初 期 にお ける 三 洋 電 機 の マ...ケ テ ィ ン グ活 動 」(京 都 大 学 マ ー ケ.ア ィ

ング研 究 会 編 『マ ス ・マ ー ケ テ ィ ン グの 発展 ・革新 」 同文 舘
,2000'4')3-29ペ ー ジ.
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と した の は,以 下 の 理 由 に よ る,、第 ⊥に,チ ャ ネ ル政 策 の.分.析に は,流 通 の担

い 壬 た る電 器 商 の状 況 を踏 ま える 必要 が あ り,電 器 商 の 状 況 の 記 述 に よ り 「財

の 普 及 とマ ー ケ テ ィ ング との 連 関 」 「松.ド と三 洋 との 企 業 間 競 争 」 とい う本 稿

の 焦点 が あ い ま い に なる こ と を危 惧 す るた め で あ る。 第2に,チ ャ ネ ル政 策 に

関 して は,電 気 洗 濯 機 に 限定 され た 政 策 は少 な く,「 電 気 洗 濯 機 業 界」 と した

業 界規 定 の 意 義 が薄 れる お そ れ が あ る た め で あ る。 以 上 か ら,電 気 洗 濯 機 の普

及 初 期 にお け る松 下 のチ ャ ネ ル政 策 に 関 して は,別 稿 に て検 討 す る こ とと した。

以下,第n節 に お い て,三 洋 が 参 入 す る以 前 の 松 下 の 活 動 を分 析 す る。 第

m節 に お い て,三 洋 が 展 開 した マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 を 概 観 す る。 第IV節 に

お い て,194年 以降 に展 開 され た 松 下 の マ ー ケ テ ィ ング活 動 を分 析 す る。 最 後

に,第V節 にお い て,松 下 の 展 開 した マ ー ケ テ ィン グ 活 動 を総 括 す る と とも

に,そ れが 電気 洗濯 機 の 普 及 に与 えた 影響 を考 察 して本 稿 の まと め と す る.

--1953年 以 前 の 活 動

195ユ年,当 時 社 長 であ った 松下 幸 之 助 は,.市 場視 察 の 為渡 米 した折,.ア メ リ

カ にお け る 電気 洗濯 機 の 普及,ア メ リ カ婦 人 の 電気 洗濯 機 に対 す る 関 心 の 高 さ

を 目の 当 た りに した 。 こ れ に触 発 され,帰 国後,松 下幸 之助 は電 気 洗 濯機 の商

品 化 を 指示 した3=。 これ が,松 下 が 電気 洗 濯 機 市場 に参 入 した 契 機 で あ った.

1製 品開発 と生産態勢 の整備

松 下 は1951年 に,初 め て電 気 洗 濯機101型 の販 牽 を開 始 した㌔ これ は,モ ー

タ ー 出力 が300Wの 大 型 撹 拌 式 の もの で あ り,価 格 は53,00⑪ 円 に設 定 され た 。

当 時 の 一 般 的 な 世 帯 の 収 入51を 鑑 み れ ば.こ の 機 種 は.一 般 家 庭 へ の 普 及 を

3)松 下電器産業(株}洗 濯 機事業部 「洗濯機事業部25年 の歩み1工7ペ ー ジ。

4)同 上,17ペ ー ジ.145ペ ー ジ。

5)1951年 当時,都 市勤労者 世帯平均 月収 は16.532円 で あったa総 理 府統計局 「家計 調査報告 書』。

また,大 卒 の国家公務 員上級職の初任 給 は6,50011∫であ.コた弓週刊 朝 日編 『続.値 段 の明治 大正

昭和風俗史」朝 日新聞社.1981年 。
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狙 った もの で は な か っ た と想 像 され る%実 際,こ の 洗 濯 機 は 起 動 電 流 が30ア

ンペ ア近 くあ り,そ の た め 家 庭 にお い て は ヒュー ズの 溶 断 が 多 くη
,一 般 家 庭

に不 向 きで あ っ た 。

翌1952年 に1小 型 攪 拌 式201型 を発売 したs'。電 機工 業 会 の免 税 運 動 の 成 果 に

よ り9二,100W以 下 の 電 気 洗 濯 機 に対 して 物 品 税 が 免 除 さ れ る よう に な った こ

と を う け,201型 の モ ー ター 出 力 は100Wで 設 計 され ,正 価28,500円 と そ れ ま

で の もの に 比 べ て 安 く設定 さ れ た 。 また,家 庭 用 普 及 品 で あ った 本 機 の モ ー

ター に は コ ン デ ンサ モ ー ター が 使 川 さ れ た'ID。そ の 後 ,1953年 に か け て 大 型

102型(正 価46.900円),董03型(同36 ,500円),小 型202型(同27,500円)と

次 々 に新 型 機 種 を開 発 した 。 これ らはす べ て攪 拌 式 で あ っ た。 これ らに 加 え ,

1954年 に は 月販専 用機 種 と して,ユ03型 と ほほ1司型 の104型 を38 ,900円 で 販売 し

た1%

1950年 よ りす で に フー バ ー(Hoover>社 製 の 噴 流 式 電気 洗 濯機 が シ ェ リ ロ

貿 易(株)を 通 じてB本 に輸 入 され てい たが,松 下 は,1954年 以前 は,噴 流 式

の 開 発 に着手 す る こ とは な く,引 き続 き攪 拌 式 の 開 発 ・販 売 を 行 っ て い た13'。

当 初,電 熱 器 を製 造 して いた一卜三 .L場 を拠 点 に 生 産 を行 っ て い たが,生 髭 能

力 の拡 大 を 目的 に,1953年6月 姫 島 工 場 を建 設 し,増 産体 制 を整 備 し需 要 の 増

大 に 備 え た13,。

6)小 売店 向けPR誌 「ナ シ ョナル ・ショップ』の商品紹 介の記事 の中で は
,「.會杜 ・寄宿 舎 ・病

院 ・女學校 などで.誰 もが簡 単に操 作で きるように し」 と記されてお り,「一般の家庭 で」 とい
う趣 旨の記述は見当た らない。『ナ ン ヨナ ル ・シ ョップ」旧51年10月 号.,

7}松 下電器産業(株)技 術本部 『松.卜.電器の技術50年 史」1968年 ,542ベ ージ。
8)「 洗濯機事 業部25年 の歩み119ベ ージ,145ペー ジp
9)電 機 工業会による免税 運動 に関 しては.拙 稿,前 掲論文 を参照のこ と.

lo)「 松下電器 の技術50年 史』542ペ ージ。

ll)以.ヒ,「 洗濯機事業部25年 の歩み』145ペ ー ジ.,

12)松.卜.が 噴流式 の採用 を見合 わせた理由 は,フ ーバ ー社 の特許 に抵触 する ことを恐 れたため で

あった と言 われてい胤 松下電器産業 〔株)洗 濯機事業部 『洗 濯機事業部25年 の歩み」23ペ ー ジ.
井植薫 『道 ひとす じ」電波新聞社,1976年,270-2器 ペ ージ。

13)『 洗濯機事業部25年 の歩み121ペ ー ジ,松 下電器産業(株1三 十五年 史編 集委員会編 陪ll業三

1.五年 史追補』4べ 一ジレ
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2販 売促進活動の展開

生 産 設 備 の整 備 とと もに,松 下 は,様 々な 広告 活 動,そ の 他 の 啓 蒙 活 動,さ

らに は小 売 店 向 け のPR誌 に よ る販 売 指 導 を通 じて.こ の 小 型 攪 拌 式 の 電 気 洗

濯 機 をR本 の 一般 家 庭 に普 及 させ る こ と を図 った。

第1に,マ.ス ・メ デ ィ ア を 通 じ た広 告 活 動 を展 開 した 。 例 え ば 新 聞 紙 上 で

Id'1),「ご家 庭 用 に設 計 され た 電気 洗 濯 機 僅 か な電 気 料 金 で 済 み ご婦 人 を お

洗 濯 の 勢 苫 か ら完 全 に解 放 す る今 口.の家 庭 必 需 品L刊,「 奥 様 泣 かせ の… …冷 た

い冬 の お 洗 濯!列,「一..・ 台 の電 気 洗 濯 機 で 奥様 の 生 活 革 命1η」 とい っ た コ ピー

を 用 い た広 告 が 展 開 され た 。 これ らは,松 下 が,電 気 洗 濯 機 の 利便 性 ・有 用 性

を説 明す る こと に よ り,電 気 洗 濯 機 に対 して そ れ まで 抱 か れ て い た 「贅 沢 品 」

の イ メー ジ を払 拭 し,電 気 洗 濯 機 の 大 衆へ の普 及 を図 って い た こ と を示 す もの

で あ る 。 さ らに,当 時 新 た な媒 体 として 注 目 され た テ レビ ・ラ ジオへ の番 組 提

供 を行 った 。1951年9月 ρ ナ シ ョナ1レ タ イ ム 「日 月新 た な り」 を 皮 切 りに

「ナ シ ョナ ル劇 場 」,「歌 の な い歌 謡 曲」 等 の ラ ジオ 番組 を全 国 に提 供 した。 ま

た,1953年 には,民 間放 送 の 開始 に と もない,日 本 テ レ ビ放 送網 に 「ナ シ ョナ

ル クイ ズ」 とい う30分 番組 を提 供 しだ ㌔

第2に,各 種 電 化 展 を開催 した 。例 え ば,1952年10A,東 京 上 野 の 松 坂 屋 に

お い て 「家 庭 電 気器 具展 」 が 実施 され た'9。 これ は,メ ー カ ー単 独 に よる 催 し

と して は 日本初 の もので あ っ た。 翌1953年 には,大 阪 梅 田の 阪 急 百 貨 店,上 野

の 松 坂 屋 に お い て 「ナ シ ョナ ル 電 化 展 」 が 開 催 され,人 場 者 は.合わ せ て 延 べ

200万.人 に達 し た2m。1954*に は新 宿 伊 勢 丹 内 に シ ョウ ・ル ー ム 「ナ シ ョナ ル

14}『 菓京 朝 日新 聞」 で は,19529月3日 付 の 紙 面 にお いて 初 めて 松 下 の 電 気 洗 濯 機 の広 告が 班

れ る.

1s:1.r東 京 朝 日新 聞 』1952年9月3日 付.

16)『 東京 朝 日新 聞 」1952年12月12口 付.,

17}f東 京 朝 日新聞 』1953年9月12R付 。

is)「 ナ シ ョナ ル ・シ ョ ップ.1各 号=,

19)こ れ は,新 製 作 テ レ ビ.の発 表 会 を兼 ね て実 施 さ れ た も ので あ った.松 下 電 器 産 業(株)社 史 室

編 「松 下 電器 一首 葉 虫(戦 後 編)』1980年 、9呂 ペ ー ジ,

20)同 上,『 ナ シ ョナ ル ・シ ョ ップ』1953年8月 号 。
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セ ン ター」 を 開設 し,同 年6月 「主 婦 の た め の 電 化 器具 展 示 即 売 会」 を実 施 し

た2㌔ 加 え て,電 力 会社 各社 が 主 催 す る電 化 器 具 講 習 会 や,国 際 見 本 市 等 の 各

種 博 覧 会 に.積 極 的 に参 加 ・出 品 した助。 これ ら を通 じて,松 下 は,ナ シ コナ

ル製 品 のPRと 電気 に よる文 化 生 活 の啓 蒙 を図 った 。

第3に,こ れ ら電 化 展 とは別 に,.宣 伝 車 を用 い て の移 動 展示 会 を畿 内 を中 心

と した 各 地 で 開催 した。 松 下 製 品 各 種 を積 ん だ 大型 キ ャラバ ンカ ーが 全 国 を巡

回 し,地 元 の代 理 店 や 販 売 店 の 協 力 の も と,.公 会 堂 ・学 校 な どを.会場 に し,街

頭 実 演 を通 じて製 品 とその 使 用 法 を紹 介 しだ3〕。 電 化 製 品 を直 接 目 にす る機 会

に乏 しか った地 方 の消 費 者 に と って,こ の 展示 会 は 印象 的 な もの とな り,電 化

の普 及 ・啓 蒙 に大 き く貢 献 した 。

第4に,小 売 店 向 け のPR誌 「ナ シ ョナ ル ・シ ョップ』 を通 じた販 売 店 指 導

を行 った。 こ のPR誌 に おい て は,1953年 に入 り,電 気 洗 濯 機 の 販 売 法 に関 す

る記 事 が 数 多 く見 られ る よ う に な る。 そ の 内 容 は 以 下 の通 りで ある3%新 製 品

の発 売 に合 わせ て製 品 の 特徴 と使 用 法 を紹 介す る。 故 障 の際 の 調 整 法 を紹 介 す

る。 テ レ ビ ー電 気 洗 濯 機 等 の 大 型 電気 器 具 の 出現 に対 応 して,店 舗 面 積 の 拡 張

を薦 め る。 具 体 的 に小 売 店 の 陳列 法 を写 真 で紹.介す る と共 に,電 気 洗 濯機 の推

奨 に は 店 頭 実 演 が 最 適 で あ る と訴 え る。 冬 期 に は,「 冷水 に よ り洗 濯 の労 苦 が

大 き くな る冬 こそ 絶 好 の拡 充期 で あ る。」 と よ り一 層 の拡 充 を薦 め る広 告 を載.

せ る。 電 気 洗 濯機 を用 い た 最 適 の 洗 濯 法 を,洗 剤 別 ・繊 維 別 に詳 し く紹 介 つ

る5,。 これ らり記 事 を通 じて,松 下 は小 売 店 を介 して ,電 気 洗 濯 機 の 有 用 性 ・

必 要 性 を消 費 者 に訴 え か け る こ とに よ り,電 気 洗 濯 機 市 場 そ の もの の創 出 ・拡

大 を図 った 。

21)「 ナ シ ョナ ル ・シ ョッ プ」1954年6月 号 ,8月 号 。

22)「 電 波 新 聞 」 各 号,rナ シ ョナ ル ・シ ョ ップ』 各 号 よ り。

231「 ナ シ ョナ ル ・シ ョ ップ 』195雪 年5月 号 ,『 松 下 電 器 ・営 業 史(戦 後 編)』99ぺ ・一ジ,

以下 の記 述 は 「ナ シ ョナ ル ・シ ョップ 』1953年 各 号 。24!

こ の 記 事 は,花 王 石 鹸 株 式 会 社 化 学1吊 部 長 の 佐野 恒一 馬 の 執 笹 に よ る。i「ナ シ.ヨナ ル ・シ ョ ッ25,

プ」1953年3月 号.34-35ベ ー ジ。
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31953年 以前 の活動の成果

以 上 を総 括 す る と,1953年 以 前 の 電気 洗 濯機 市 場 に お け る松 下 の マ ー ケ テ ィ

ン グ活 動 は,① 電気 洗濯 機 を 「贅 沢 品 」 で は な く 「大 衆 品」 と し て位 置 づ け,

②.「生活 の 合理 化 」 「家事 の労 苦 の軽 減 」 を主 題 とし た合 理 的 訴 求 法 を通 じ て,

③ 電気 洗 濯 機 を直 に見 る 機会 を数 多 く提 供 す る こと に よ り.④ 攪 拌 式 電 気 洗

濯 機 の 大 衆 市 場 の形 成 を図 る もの で あ った 。 この 活動 は,三 洋 の参 入以 前 に お

いて はあ る程 度奏 功 し,ユ953年 の 生 産 台 数 にお い て,先 発者 で あ っ た東 芝 を 上

回 り25},国 内 の 最 大 手 メー カー と して の 地 位 を[.1.1める に い た っ た。 他 方 で,こ

の時 期 にお け る松 下 の活 動 は,電 気 洗 濯 機 市 場 にお け ろ排 他 的 愛顧 の獲.得 よ り

も,む しろマ ス ・マ ー ケ ッ トの成 立 を促 す ため の 啓 蒙 に重 点 が 置 か れ て い た と

い え よ う。 もっ と も,1953年 以 前 は.市場 の 規 模 は極 め て 小 さ く∫,,松 下 等 の

メー カ ー の努 力 に もか か わ らず,一 般 家 庭 に おい て 電 気 洗 濯 機 は 贅 沢 品 と して

認識 され て い た。

III三 洋 の 参 入諭

当 時,ラ ジ オ バ ー ツ.メ ー カ ー か ら セ ッ ト メ ー カ ー へ と成 長 しつ つ あ り,本 格

的 に 家 電 分 野 へ の 参 人 を 図 っ て い た 三 洋 は,1952年 頃 よ り電 気 洗 濯 機 の 開 発 を

開 始 し た 。 当 初 は,東 芝 や 松 下 と 同 様,撹 拌 式 の も の を 開 発 し た 。 し か し,

フ ー バ ー 社 製 の 電 気 洗 濯 機 を 研 究 した 結 果 噴 流 式 に は,① 構 造 が 単 純 な た

め 製 造 が 容 易 で あ る こ と,② 小 型 で 角 型 で あ る た め お さ ま り が よ い こ と.③

ふ た が つ い て お り水 が 飛 び 散 ら な い こ と,④ 洗 浄 力 が 強 く洗 濯 時 間 が 短 くて

済 む こ と,な ど の 長 所 が あ る こ と が 分 か っ た 四〕。 加 え て.三 洋 は 後 発 で あ っ た

26)公 正取引委員会 『電 機工業における競争 と集1.1.1化の動向」1956年,よ り。

27)経 済企画庁 による各耐久消費財 の普及率 の調査が 開始 されるのは正957年であ り,そ れ以前 の普

及率の推移 を示す資料 は非常 に乏[、いが,戦 後の累積生産量 を全国世帯数で割 った値か ら類推す

ると.1957年 当時の電気洗濯機の普及率は,1%に 満たなかっ たもの と思われる、、

28)本 節 は,拙 稿.前 掲 論文の要約 勘なっている.青羊細はそちらを参照 されたい.

29)も っ とも.こ れらの特長の うち,角 型である ことと.ふたがつ いてい ることは,噴 流式の機構 と

は直接 無関係で ある。 また.洗 浄力が強いこ とは,逆 に.布地 を傷めやすい ことにもつ なが り,特

にス フ等化学繊維の洗浄 に関 して は疑問視 され るこ とが多 かった.
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た め,「 撹 拌 式 で な い こ と」 が 他社 との 差 別 化 とい う観 点 か ら決 定 的 に重 要 で

あ る と判 断 した。 以上 に よ1〕,1953年,三 洋 は,日 本 メ ー カ ー と して 初 め て 噴

流式 電 気 洗 濯 機SW-53型 の 販 売 を開始 した 。

噴 流 式 に は上 述 の諸 特 長 が あ った もの の,当 時 の大 衆 は電 気 洗 濯 機 そ の もの

に対 す る理 解 が 不 十 分 で あ った ため,製 品 の機 能 上 の優 位 性 自体 が 三 洋 の 成 功

を もた ら した とは考 え難 い 。 む しろ,未 知 な る高 額 商 品で あれ ばあ る ほ ど,東

芝 や 松 下 とい った ブ ラ ン ドカ が 消 費者 の購 買 意 思 決 定 に大 き く作 用 す るで あ ろ

う。

そ こで 三 洋 は,女 優 の 木 暮 実 千代 を 「サ ン ヨー夫 人 」 とい う イ メー ジ ・キ ャ

ラ ク ター に採 用 し,そ れ まで他 社 一 般 が 採 用 して い た合 理 的 訴 求 か らの転 換 を

図 っ たΩ 広 告 の 中 で は,「 サ ン ヨー 夫 人 」が 実 際 の 使 用 者 と して 商 品 を推 奨 し

た。 これ は,化 粧 品等 他業 界 で は頻 繁 に採 用 され てい たが,家 電 製 品 に お い て

はそ れ まで 例 の 無 い訴 求 法 で あ った。 この 情 緒 的 訴 求 法 は,角 型 で あ る とい う

噴 流 式 の 外 見 上 の 差 異 とう ま くマ ッチ し,「.角型 噴 流 式=ア.メ リ カ ナ イ ズ さ れ

た現代 的 生 活=理 想 の 主婦 像 」 とい う連 想 を消 費 者 に植 え付 け る こ とに成 功 し

た。 これ に伴 い,こ れ まで一 部 の イ ンテ リ層 に限 られ て い た 市場 の範 囲 を ,一

般 の 家庭 に まで押 し広 げ る こと に成 功 した 。 また,三 洋 は,角 型 噴流 式 洗 濯 機

メー カー と して は 国 内 の先 発 者 で あ った た め ,市 場 の拡 大分 の独 占 的 な獲 得 に

成功 した、,

他 方.三 洋 は家 庭 電 気 器 具 メ ー カー と して は 後発 で あ っ た た め ,他 社 に比 較

して販 売 網 の 点 で 非 常 に劣 って い た 。 そ こで,営 業 所 ・出張 所 を整 備 す る と と

もに,卸 店 一小 売 店 に対 して,金 銭 的 イ ンセ ンチ.イブ の提 供,販 売 支 援 活 動,

工 場 や 景 勝 地 へ の 招 待 等 を通 じて,三 洋製 品 の取 扱 量 の確 保 ・増 大 を図 った 。

以 上 の マ ー ケテ ィン グ活動 の結 果,三 洋 は急 速 に市 場 を拡 大 した。1953年 に

は8,600台 で 日本 全体 の4.6パ ー セ ン トを 占 め る に過 ぎ な か っ た三 洋 の 電 気 洗 濯

機 の 生 産 実 績 は,翌54年 に は86,900台 に達 し,全 体 の32,7パ ーセ ン トを 占め る

まで に な った 。
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IV1954年 以 降 の マ ー ケ テ ィ ン グ活 動

1噴 流式の採用

三 洋 の 成 功 に注 目 した 各 社 は,./954年 以 降 噴 流 式 洗 濯 機 の 開 発 に乗 り出 し

た節。松 下 は,開 発 の 開始 か ら僅 か3ヶ 月 間で 製 品化 を 実 現 し31:,九 州 地 方 で

の 試 験 的 な 販 売 を経 て,54年 の6.月 下 旬 に 全 国 販 売 を 開 始 し た朧 最 初 に

MW-301型 を23,800円 に て 発 売 した が,す ぐに 製 品 に改 良 を 加 え,タ イ ム ス

イ ッチ付302型(正 価25,500円)と タ イ ム ス イ ッチ ・絞 り機 付303型(28,900

円,を 相 次 い で 発売 した。

絞 り機 に 関 して は,三 洋 が1954年3月 に発 売 した絞 り機 付SW-53R型 を模

倣 し た もの と思 わ れ る謝。 一 方,タ イ ム ス イ ッ チ に 関 して は,前 述 の 攪 拌 式

102型 で 初 め て採 用 さ れ た もの で あ った が,布 地 を傷 め や す い とい う噴 流 式 の

欠 点 を補 う もの,さ らに は三 洋 製 品 に対 す る製 品 機 能 上 の優 位 性 を実 現 す る も

の と して,当 初 よ り松 下 は 非 常 に力 を入 れ て い た。 例 え ば,広 告 にお い て は

「噴 流 式 の 欠点 を見 事 に解 決 した 自動 タ.イム ス イ ッチ付 門,「 噴 流 式 の決 定 版,

従 来 のあ らゆ る 欠点 を解 決 した 自動 タイ ム ス イ ッチ 付35P」と い っ た コ ピー を 用

い た。 ま た 『ン ヨ ップ』 誌 に お い て は,「 松.卜製 の タ イ ム ス イ フチ は,他 社 製

品 に見 られ るゼ ンマ イ 式 で は な くギ ア とフ レ キ シ ブル チ ュ.一ブ に よる もの で あ

り,時 間 で は な く回転 数 に応 じて ス イ ッチ が 切 れ るた め,洗 い す ぎ ・洗 い不 足

が 生 じな い」 とい う優 位 性 を小売.店に対 して訴 求 した鋤。

30)1954年5月 か ら6月 に か け て,松.ド,富 士 電 機,東 芝,八 欧 無縁 が 次 々 に 噴流 式 沈溺 機 の 開喬

を発 表 した 。 『電 波 新 聞 』1954十6月2日 付,6月30日 付,7月7F付 。

31)「 洗 濯 機事 業部25年 の 歩 み 」23ベ ー ジ。

32)「 電 波 新 聞』1954年9月1日 付.

33)三 年 のSK'一 〇3R型 は,S3年 に発 売 したsw-b5型 に絞 り磯 を付 けた 改 良 製 品 で あ る.

34)『 東 京 朝 日新 開』1954年7月11日 付 。

35)『 東 京 朝H新 聞』1954年7月11目 付.ll月13目 付,,

36)「 ナ シ ョナ ル ・シ ョ ップ』1954年11月 号 。 な お,;洋 も54年9月 に タイ ム ス イ ッチ 付 のSW-55

型 を正 価28、000円 で 発 売 した 、.こ の製 品 の広 告 にお い て は 「おせ ん た く中 に お 容 さ まが 」 とい う

広告 コ ピー や 「お せ ん た く を しな が らほ か のお 仕 事 が で き て大 へ ん.便 利 で す1と い う文 言 を 用 い

て,自 動 で ス イ ッチ が 切 れ る こ との 利 便 性 を生 活 に お け る使 用 場 面 に 即 し て情 緒 的 に訴 求 す/
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松 下 は そ の 後 も引 き続 き連 続 的 な 新 型 製 品 の 開 発 ・販 売 を行 った り同54年 に

は304型,305型 の2機 種 の 販 売 に加 え,月 販 専 用 機種MW-30A型 を販 売 した」,。

21955年 における新型製品の展開

①S-50型 の 失敗 と.本格 的 な噴 流 式 へ の 移行

翌1955年 に は,夏 まで に 日本 電 装,三 菱,日 立 が 噴 流式 洗濯 機 の 販 売 を開 始

し鑑,も は や 噴 流 式 で あ る こ と 自体 は差 別 的優 位 性 を もた ら さな くな っ た。 こ

の 年松 下 は,噴 流 式 とい う型 式 の範 囲 内 で の 競争 か ら脱却 し,他 社 に対 す る 決

定 的 な競 争優 位 を確 立 す る と.いう 目的 で,ダ ブ ル ・モ ー シ ョン式 と銘 打 っ たS

-50型(正 価29,8⑪0円),S-50A型(月.販 用,月 販 正 価32,500円)を6月 に 発

売 した瑚。 こ れ は,撹 拌 式 の改 良型 とい える もの で,撹 拌 翼 の 形 状 と運 動 を工

夫 す る こ とに よ り,攪 拌 効 果 と.ともに噴 流効 果,振 動 効果 の実 現 を図 っ た もの

で あ り,こ れ まで の攪 拌 式 洗 濯 機 と同 様,丸 型 の 形状 を持 っ て いた 。 機 能 上 の

差 異 は,「 あ らゆ る洗 濯 方 式 の長 所 を結 集 した 画 期 的 洗 濯 機 」 とい う コ ピー に

よっ て消 費 者 に伝 達 さ れ た。 当 時 の 新 聞広 告 を見 れ ば,同 時 期 に 発 売 され た

306型(後 に 主 力 製 品 と な る,後 述)よ り も扱 い が 大 きい こ とか ら,当 時松 下

が このS-50型 に大 きな 期 待 を寄 せ てい た こ とが 窺 い知 れ る仙。 しか し,発 売

.復 しば ら く してS50型 の 製 造 は 中止 され た 。 この 製 品 は,形 状 が 攪 拌 式 と同

じ く丸 型 で あ り,三 洋 の成 功 に よ って構 築 され た 「挽 型噴 流 式 一現 代 的 一文 化

的 生 活」 とい う主婦 の意 識 を打 破 す る こ とが で きな か っ た ので ある 。 加 え.て,

布 の巻 き取 りが起 こ りや す い とい う機 能 上 の 欠 陥 を克 服 す る こ とが で き なか っ

だ セに と も大 きい 。

㌔ る こ とを図 った.1.東 京 朝 日新 聞』1954年i1月19日 付 ,12月12口 付 。

37)『 松 下電 器 社 内 特 撮』1954年12月15田/】`。

38)「 電 波新 聞 」1955年2月23目 付,6月1日 付,6月29日 付=,

39).『 電 波 新 聞』1955年5月251ゴ 付g

40}こ の 新 型 洗 濯 機 の 動 向:ま,楽 界 で も注 目 され て い た.「 電 波新 聞」 コラ ム 「ア ンテ ナ 」,【955年

5月25H付.

41)1松 下 堆 器 の技 術50年 史』542ペ ー ジ。
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S-50型 の 失 敗 に よ り,角 型 噴流 式 以 外 の 電気 洗 濯 機 が も はや 市 場 に お い て

競 争 力 を持 ち得 ない こ とを 自覚 し.た松 下 ぱ,306型(角 型 噴 流 式)を 主 力 製 品

に据 え る よ うに な っ た。 こ の機 種 は,他 ネ:1'製品 にお い て 既 に採 用 され て い た

オー バ ー フロ ー 方式 を初 め て採 用 す る と とも に,減 流 パ ル セ ー ター を付 属 品 と

して付 加 す る こ とに よ り,布 地 を傷 め や す い とい う噴 流 式 の欠 点 を 克服 し.他

社 の 噴 流 式 洗 濯 機 に対'する機 能 上 の優 位 を セ ー ル ス ・ポ イ ン トに した もの で

あ っ た。 正 価 は28,800円 と設 定 され たbこ れ は,同 時 期 の 他 社 の 主 力 製 品 と同

程 度 の価 格 で あ っ だ ㌔

②306型 か ら307型 へ

306型 に採 用 さ れ た オー バ ー フ ロ ー方 式 とは,給 水 用 ホー ス と排 水 用 ホー ス

の2本 を装 備 し,す す ぎの 際 に 給 水 と排 水 を 同時 に行 う こ と で,す す ぎ時 間 の

短 縮 を実 現 す る もので あ る。1955年2月 に発 売 され た東 芝 のVB-3型 に 初 め て

採 用 され,同 年4月 に発 売 され た 三 洋 のSW-550型 に も採 用 され て い た 。 この

方 式 は.洗 濯 中で もホ ー ス を通 じて洗 濯 機 と水 道 が つ なが って い る た め,水 道

の断 水 時 に洗 濯 槽 中 の 汚水 が逆 流 す る お そ れが あ った 。 そ の た め,1955年7月

東 京 都 の 水 道 局 は,松 下,三 洋,東 芝 の3社 に対 して,逆 流 防 止 対 策 を考 案 す

る よ う要 請 しだ3i。 この 要 請 を受 け て,松 下 は306型 の 改 良 に 取 り組 み,8月

に逆 流 防 止 装 置 を備 え た307型 め販 売 を開 始 した覗}。これ は,上 記3社 の 中 で

最 も俊 敏 な対 応 で あ っ た 。

ま た この 機 種 には保 証 カ ー ドが 添 付 さ れ,小 売 店 が最 終 消 費 者 へ 販 売 す る 際,

この 保 証 カー ドに小 売 店 名 を記 して製 品 とと もに手 渡 す よ うに した 。 消 費 者 が

ア フ ター ・サ ー ビス を要 請す る場 合 は,こ の小 売 店 名 を記 した保 証 カー ドを提

示 す る必 要 が あ り,こ の カ ー ドが 無 い場 合 に は松 下 に よる ア フ ター ・サ ー ビス

42)他 社の主力製品の正価は以下の通 りであった.三;*SW-550型28 .800円,東 芝VB-3型29.800
円,日 立SH-PT型27.900円.,な お,三 菱の噴流型電気洗濯機PW-104型 は,23.300円 という当

時としては低い正価が設定されていた。
43)以 上.オ ーバーフロー方式と逆流1防止に関する記述は,『電波新m11955年7月27日 付等を参

考にした.

44)以 下,307型 の機能,販 売方式,正 価等に関しては,『電波新聞』1955418月3且 日付に
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を受 け られ な い シス テ ム と した 。 これ に よ り,松 下 が 把 握 す る小 売 店 以 外 で の

製 品 の販 売 を 防 ぎ,結 果 末 端 に おけ る乱 売 を 防止 す る こ と を図 っ た。 この 背 景

と して は,同 年3月 か ら4月 にか け て,東 京 都 江 東 区 にお いて 小 売 店 に よる 三

洋製 電 気 洗 濯 機 の 返 品 運 動 が あ った 。 これ は,神 田電 気 街 で の 乱 売 に対 す る 対

処 を メ ー カ ー に迫 る こ と を 目的 と した実 力 行 使 で あ っ た。 販 売 経 路 の把 握 ・管

理 は,安 定 的 な製 品の 販 売 を実 現す るた め に,当 時 の メ ー カー に とっ て極 め て

重 要 な課 題 とな っ てい た。

3価 格 競争の激化一 新型 機種 の発売 を通 じた低価格化一

307型 は正 価 が25,800円 で あ り,306型 に 比 べ て3,000円 低 く設 定 さ れ た。 こ

れ は,小 売段 階 に お け る価 格 競 争 が,新 型 製 品 の 導 入 とい う形 を通 じて展 開 さ

れた こ と を示 す もの で あ る。 以 降,各 メ ー カ ー は価 格競 争 へ の対 応 を 目的 とす

る新 型 製 品 の 発売 を頻 繁 に行 う よう に な.つた 。

価 格 競 争 の 激化 を示 す 典 型 的 な事 例 が,松 下 が1955年12月 に発 売 した300型

と三 洋.が同 年11月 に発 売 した580型 で あ る。 当初 三洋 は580型 を正 価24 ,500円 で

発 表 した。 しか し,直 後 に松 下 の300型 が正 価21,800円 と当時 と して は極 め て

低 価 格 で 発 売 さ れ た こ と を う け45〕,三洋 は,590型 の 発 表 か ら僅 か10日 で,正

価 を22.800円 と引 き下 げ る と と も に,旧 価 格 で は4,700円 に設 定 され て い た 小

売 マ ー ジ ン を5,0WNに 引 き上 げ た。 既 に発 表 した正 価 ・卸値 の変 更 とい う措

置 を 三 洋 が 採 ら ざる を得 なか った の は,松 下 が300型 の 発 売 を他 社 に 察せ られ

ない よう に した結 果 で あ っ た4%

以 上 の よう な形 態 を もって 展 開 され た価 格 競 争 は,流 通 にお け る旧 型 製 品 の

45)そ れ まで は松 卜,二 洋.東 芝.日 立,『 菱.,富 士,八 欧,電 装等の一流メーカーの中で,正 価

22,σ00円を切る製品はなかった.,

46)当 時.各 メーカーは,他 社の原材料の調達 などの情報 を入手する ことによ り,他 社 の新製 品の

発売を事前 に察知 しよ うとしていた。300型 の 発売 に関す る松下 の行 動 に関 しては以下 のような

記事が見られる。「松下では松.卜.社長が300型 発売で直 々に販売価格 を代理店 に説明,他 社 の陪審

を恐れて超 極秘裏に製作,常 々な らば設計が.決った時 にもう情報が入 って くるという某社 も完全

に出 し抜かれた という涙 ぐま しき物語が あった」『電 波新 聞』195512月2ユ 日付邑
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過 剰 在 庫 を も た ら した 。 この在 庫 を現 金 化 す る必要 に迫 られ た一 部 の流 通 業 者

は,過 度 の ダ ン ピ ン グ を行 っ た り,質 屋 な どの金融 業 者.ブ ロ ー カ ー な どに製

品 を横 流 し した りす る よ うに な り,こ れ らの 乱 売 され た 製 品 が市 場 を混乱 させ

だ ㌔

4広 告 ・宣伝活動

1954年 の噴 流 式 採 用 以 降 も,松 下 は そ れ まで行 って きた広 告 ・宣伝 活動 を 引

き続 き展 開 した。 前 述 の移 動展 示会 の 開催 地 区 は畿 内 か ら全 国 各 地へ と範 囲 が

広 げ られ梱,ヘ リ コプ ター を用 糖た 大 掛 か りな もの も行 わ れ た'%ま た百 貨 店

等 で の 電 化 展 へ の 出 品 も積極 的 に行 った50)。さ らに,1955年10月 に は,東 京 駅

に 「八 重 洲 ロ ナ シ ョナ ル ・シ ョウル ー ム」 が 開 設 され だn。 こ こ で は ナ シ ョナ

ル 全 製 品 が 陳 列 され る と と も に,家 庭 電 化 製 品 の実 演 が 行 わ れ,加 え て モ デ

ル ・ル ー ム や モ デ ル ・キ ッチ ンが 設 置 され る な ど,大 衆 の 家 庭 電 化 に対 す る 関

心 を 高 め る こ とに貢 献 した砂。

これ らの啓 蒙 活動 に加 え,松 トはマ ス ・メデ ィア を通 じた広 告 を積 極 的 に展

開 した 。 広告 費 は他 社 と比 べ て抜.きん で て 高 く,ま た,電 気 洗 濯 機 の新 聞広 告

量 にお い て も,『 洋 と並 んで 非 常 に多 か った 。

この 時 期 の 広 告活 動 に お い て注 目す べ き こ と は,イ メー ジ ・キ ャ ラ ク ター を

通 じた情 緒 的 訴 求 法 の採 用 で あ る。 三 洋 の 成 功 を 目の 当 た り に した松 下 は,

1954年 か ら55年 にか け て,若 尾文 子 を 「ミ ス ・ナ シ ョナ ル」.高 峰 秀 子 を 「ミ

47)「 電 波 新 聞」1955年5月25目 付,IOM12日 付,IM26日 付,11月2日 付,11月9日 付 等 。

48)『 ナ ン ヨナ ル ・シ ョップ 』1955年5月 号.,9月 号.。

49)『 ナ シ ョナ ル ・シ ョッ プ』1955年4月 号.

50)1955年9月 犬草 産 業 観 元 大 博 覧 会 会 場,10月 京 都 高 島 屋 な ど 曹 ∫ナ ン ヨナ ル ・シ ョ ップ』1955

年12月 号 骨

51)当 初.シ ョ ウ ・ルー ム は大 都 市 ター ミナ ルや 都 心 ビ ル に設 置 され た が,昭 和30年 代 の 後 半 に は

全 国 各地 の 営 業 所 に併 設 され る よ うに な ワ た。 こ れ に よ って松 下 製 品 のPR拠 点 が 全 国 的 に 拡大

され.啓 蒙 活動 の 中 心 は移 動 展 示 会 か ら シ ョウ ・ルー ム に よ る もの へ と転 換 して い っ た.『 松 下

雷 器 ・営 業 史 〔戦 後 編)」158-160n一 ジ 。

52:1「 ナ シ ョナ ル ・シ ョ ソプ』1955年12月 号,
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第1表 電 気洗 濯機 の銘 柄 別新 聞広 告 量(単 位cm}

三洋 松下 東芝 日立 富士 その他 合計

194年 26,428 16,671 2,8ユ3 2,930 4,323 16,519 70,795

1955年 上 半 期 28,571 20,954 5,を75 2,045 7,642 5,777 70,264

出所=公 正取引委員会 「電機工業 における競 争 と集 中化の動向」/81一ユ82ページよ り作成。

第2表1954年 における各社 の広告 費と対総売上高」=ヒ

松下 東芝 日立 三菱 r洋 .八欧 富士 電装

広 告 費(億 円) 8.3 62 3.1 2.6 2.6 0.9 1.7 0.4

対総売上高 翫 〉 4.1 1.8 0.8 1.1 3.8 4.2 1.7 2.2

注:富 士 の数値 は 「広告 ・通信費..1と して記載 された もの。 その他の数値 は 「広告宣伝 費」

と して記 載された ものを作成u

出所:各 社有価証券報告書 より作 成。

セ ス ・ナ シ ョナ ル」 と して そ れ ぞ れ採 用 し,そ れ まで の合 理性 一 辺倒 の訴 求 か

らの 転 換 を図 った 。 噴 流 式 を採 用 した 当初 にお い て は,タ イ ム ・.スイ ッチ を装

備 して い る とい う機 能上 の優 位 性 のみ を強 調 つ る もの が 多 か っ た が,1955年 に

は 「ミセ ス ・ナ シ ョナ ル」 の写 真 や そ の他 イ ラ.ス トをふ ん だ ん に取 り入 れ,ま

た 「ビ.ス一 本 に も愛 情 こめ て」樹,「 揃 ・コてお 出か け… … そ の前 に チ ョ フ トお洗

濯 」圃 とい っ た柔 らか い コ ピー が 用 い られ る よ う に な った 。 さ ら に,「 お使 い下

さる奥 さ まに 」 とい う コ ピー に 見 られ.るよ う に,実 際 の使 用者 で あ る主 婦 に直

接 訴 え か け る形 の 宣伝 文 句 も頻 繁 に用 い られ た5'1。これ ら は すべ て,先 のS-

50型 の 失敗 を踏 まえ.三 洋 の成 功 を模 して 角 型 噴 流 式 と情 緒 的 訴 求法 とを連 関

させ る こ とに よ り,一 般 の主 婦 に分 か りや す い 形 で 電 気洗 濯機 が 文化 的生 活 に

無 くて は な らな い もの で あ る こ とを訴 えか け,そ れ に よ って マ ス ・マ ー ケ ッ ト

の確 立 を図 る もの で あ っ た。

53)「 東京朝日新聞」1955年5月22日 付。

54)『 東京朝日新聞11955年7月31口 付.,

55)「 実際:こお使い下さる奥さまに見ていただきたいのです」『東京朝 口新聞』1955年10月12U付 .

「実際にお使い下さる奥 さまに十二分にお確かめ願いたいのです」『東京朝日新聞』121d4日 付。
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Vお わ.り に

まず.電 気 洗 濯 機 市 場 にお け る松 下 の マ ー ケ テ ィン グ活 動 を簡 潔 に整 理 す る。

1951年 に撹 拌 式 の電 気 洗 濯機 の販 売 を開 始 して か ら53年 まで,松 下 は① 電

気 洗 濯 機 を 「大 衆.品」 と位 置づ け② 「生 活 の 合 理 化 」 「家 事 の 軽 減 」 を 主 題 と

した 合 理 的 訴 求法 を通 じて③ 流 通 業 者 や 消 費者 に対 す る 啓 蒙 活 動 を 中 心 と し

た 種 々 の マ ー ケ テ ィ ン グ ・ツ ー ル を用 い て ④ 撹 拌 式 に よ る 電 気 洗 濯 機 の マ

ス ・マ ー ケ ッ トの 創 造 を図 った 。

1953年 以 降 三 洋 の 噴 流 式 の成 功 に 直面 して,松.ト は,製 品 を噴 流 式 に転換

す る と同時 に,イ メー ジ ・タ レ ン ト等 を利 用 した情 緒 的 な 訴 求 を合 理 的 訴 求 と

併 用 す る よ う に な っ た 。 これ は。.大衆,特 に主 婦 層 の 意 識 の 中 に構 築 さ れ た

1角 型 噴 流 式=現 代 的 ・文 化 的生 活」 とい う連 想 を よ り強 固 にす る こ とで,マ

ス ・マ ー ケ ッ トの 確 立 を図 る もの で あ っ た。 加 え て,差 別 的 な 製 品 機 能 を付 加

し,さ らに新 型 製 品 の 導 入 を通 じた価 格 競 争 を展 開す る こ と に よ り,噴 流 式 洗

濯機 市 場 に お け る排 他 的 愛顧 の確 立 を 図 っ た。

以上r松 下 が 展 開 した マ マ ケ テ ィ ング活 動 を整 理 した 。 最 後 に,本 稿 の 総括

と して.マ ー ケ テ ィン グ と財 の普 及 との連 関 につ い て 検 討 を加 えた い 。

欧米 とは異 な り,U本 に お い て は噴 流 式 の電 気 洗 濯 機 が 普 及 した 。 これ は,

各企 業 の戦 略 的意 図 に基 づ くマ ー ケ テ ィ ング活 動 に よ って 規 定 され た 面 が 大 き

い。 三 洋 は.家 電 メー カー と して は先 発他 者 に対 す る差 別 化 の 観 点 か ら噴 流 式

を採 用 し,さ らに イ メー ジ ・タ レン トを利 用 した情 緒 的 証 求 法 に よ って,使 用

者 で あ る主 婦 に直 接 訴 えか け た 。 この試 み は,そ れ まで 限 定 的 で あ った 市 場 の

範 囲 を,一 般 大 衆 に まで 押 し広 げ た とい う意 味 にお い て,三 洋 の 所 期 の 意 図 を

遥 か に上 回 る 成功 を収 め た 。一 方松 ドは,三 洋 の成 功 と 自社 のS-50型 の 失 敗

の 経 験 を 通 じて,「 角 型 噴 流 式 ≡現 代 的 ・文 化 的生 活 」 とい う連 想 が マ ス ・

マ ー ケ ッ トの 創 造 に と って極 め て重 要 で あ る こ とを理 解 した 。 そ こで ,そ の 連

想 を よ り強 固 にす べ く,噴 流 式 を採 用 と情 緒 的 訴 求 に基 づ く広 告 展 開 を行 っ た。
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同時 に,三 洋 に対 す る差 別 的優 位性 の確 立 を図 り,新 型 製 品の 連 続 的 開 発 を通

じて,製 品機 能 の付 加 や価 格 の 切 り下 げ を行 った 。 これ らのマ ー ケ テ ィ ング を

手 段 とす る 企 業 間競 争 が 展 開 され た結 果,日 本 にお い て は 急速 に噴 流 式 電気 洗

濯 機 が 普 及 す る こ と にな った の で あ る。


